
 

岡
本
和
也
の
一
括
質
問
（
質
問
要
旨
で
す
） 

☆
中
山
間
地
域
の
人
口
減
対
策 

・
若
者
が
中
山
間
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
結
婚
し
て
子

育
て
す
る
為
に
は
、
働
く
場
所
と
安
定
し
た
収
入
が
必
要
。 

☆
農
業
問
題 

・
耕
地
面
積
の
維
持
、
新
規
就
農
の
確
保
、
地
域
資
源
を
生

か
し
た
肥
料
の
利
用
促
進
が
重
要
で
あ
る 

☆
四
万
十
川
特
産
の
養
殖
ア
オ
サ
ノ
リ
の
復
活
に
つ
い
て 

・
養
殖
ア
オ
サ
ノ
リ
が
生
育
し
な
い
原
因
解
明
に
つ
い
て 

・
四
万
十
川
下
流
漁
業
協
同
組
合
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て 

☆
休
校
を
利
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て 

・
下
田
中
学
校
生
徒
た
ち
の
子
ど
も
の
意
見
表
明
権 

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
を 

・
来
年
度
予
算
で
の
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
は 

☆
四
万
十
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て 

・
整
備
費
に
つ
い
て
は
県
全
体
の
役
割
と
し
て
考
え
る
事 

・
施
設
整
備
に
当
っ
て
は
四
万
十
市
の
意
見
を
取
り
入
れ
る 

☆
能
登
半
島
地
震
を
受
け
た
地
震
対
策
に
つ
い
て 

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
支
援
道
路
と
し
て

の
四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
国
道
四
四
一
号
、

四
三
九
号
早
期
整
備
を
行
う
よ
う
に 

・
原
発
避
難
対
策
に
つ
い
て
、
家
屋
倒
壊
や
避
難
ル
ー
ト
の

寸
断
な
ど
避
難
計
画
を
立
て
る
事
は
不
可
能
で
は
な
い
か 

・
伊
方
原
発
３
号
機
を
廃
炉
に
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
図
る
よ
う
に
。 

☆
日
の
丸
、
君
が
代
の
強
制
に
対
す
る
国
際
社
会
か
ら
の
是

正
に
つ
い
て 

・
国
際
社
会
か
ら
強
制
に
対
す
る
是
正
勧
告
が
出
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
や
学
校
長
と
共
有
す
る
べ
き
で
な
い
か 

四万十市民の願いを県政へ届けました 
和
也
の
近
況 

三
月
に
な
り
少
し
ず
つ
雨
の
日
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
農
家
の
方
は
恵
み
の
雨
と
喜
ん
で
い
ま

す
。
確
実
に
温
暖
化
は
進
ん
で
お
り
今
年
の
夏
も

心
配
で
す
が
稲
作
を
は
じ
め
農
産
物
が
豊
か
に

育
つ
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

四
万
十
市
民
の
願
い
も
届
け
ま
し
た 

三
月
五
日
、
私
の
一
括
質
問
（
質
問
の
み
四
十

分
）
下
段
に
質
問
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
中

で
も
四
万
十
市
に
関
係
の
あ
る
「
四
万
十
川
特
産

の
養
殖
ア
オ
サ
ノ
リ
の
復
活
」
「
下
田
中
学
校
旧

施
設
を
利
用
し
た
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」

「
四
万
十
市
食
肉
セ
ン
タ
ー
整
備
費
を
県
主
導

で
」
等
を
知
事
に
届
け
ま
し
た 

 
 

 

３月３日桃の節句でした。議事堂日本

共産党控室に手作りのかわいいお雛様が

飾られていました。心安らぎます 


